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   5 月 11 日 フィールド教育研究センター圃場 ①畑の畔 
                       
   6 月 29 日 フィールド教育研究センター圃場 ③畑の畔（①とは異なる場所） 
   
  野草は根元から切りとり、地上部を採集した。また、野草を採集した区域の土壌も採









































イ) 採集した植物を 80 ℃で 1日以上乾燥した。 
ロ) 乾燥した植物を粉砕し、粉末にした。 
ハ) その 0.500 g に硝酸 8 ml と過酸化水素水 1 ml を加えて、加熱し分解した。分解液を





イ) 採集した土壌は、風乾後 2 mm のふるいを通した。 
ロ) 土壌 10 g に、蒸留水 25 ml を添加し、ｐH計で土壌ｐHを測定した。 
ハ) 土壌 5 g に 1 M 酢酸アンモニウム 50 ml を加え、30 分振とう後にろ過した。ろ液の K、
Ca、Mg 濃度を原子吸光光度計で測定し、可給態量とした。 







(1)どの地点でも、元素濃度の平均値は K、Ca、Mg が高く、Fe、Zn、Mn は低かった。これ





















① ② ③ ④
鉄 亜鉛 マンガン カルシウム マグネシウム カリウム
採集場所 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg)
平均 349.53 27.82 25.27 7122.18 2590.32 56675.29
標準偏差 328.79 14.37 22.82 5209.39 43.58 15846.93
平均 115.83 58.47 30.20 3788.87 3035.58 63775.47
標準偏差 26.57 33.88 24.72 3039.09 1648.17 11232.45
平均 161.24 63.56 74.98 9877.21 7864.25 43804.77
標準偏差 151.82 43.83 99.07 4549.30 6144.17 25992.17
標準偏差 375.61 7.96 201.62 4278.71 1120.53 5885.15










(1)土壌の pH は①5.86、 ②5.84、③5.58、④4.90 であり、いずれも酸性土壌であった。














が高かった野草を示すと、タンポポの Fe 濃度 728mg/kg、エゾノギシギシの Zn濃度





 土壌と野草の元素含量の関係を調べるため、４か所で計 30 種の野草を採取し、分析し
た。その結果、可給態元素量が多い土壌に生育している野草はその元素を多く含む傾向が
みられた。しかし、同じ土壌で生育している野草でも元素濃度は大きく異なり、特に、Ca
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